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このマニュアルについて

このマニュアルの対象は以下の通りです。

• WEKO 2.2.3 on XAMPP

• SCfW_v2-3-2-0



概要
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講習会で、WEKOにコンテンツを1件ずつ登録する方法は
わかったけど、ちょっと面倒だなぁ～。
一気にたくさんのコンテンツが登録できればいいのに･･･。

⇒それ、できますよ！



概要
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 WEKOでコンテンツを一括登録するには、大きく2つ
方法があります。

 ここでは、SWORD Client for WEKO（SCfW）を使った
一括登録の方法を紹介します。

① [１．登録コンテンツデータ準備] で用意したメタデータと本文
ファイルを、SWORD Client for WEKOというソフトを使って
データ変換します。

② その後、変換したデータをSWORD Client for WEKOから
WEKOへ転送することで、コンテンツを一括で登録できます。

詳しくは次ページ！



概要

A大学
リポジトリ

B大学
リポジトリ

A大学
Windows  ＰC

SWORD Client for 
WEKO

②データ転送

・WEKO (JAIRO Cloud)のデータ一括登録ツール
・Windows PCにインストールして使用します（0章参照）

①データ変換
（２章参照）

フィルタ
（5章参照）

・メタデータファイル
・本文ファイル

（１章参照）
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概要
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本日の流れ

 基礎編

（０）SWORD Client for WEKOの用意

（１）登録するコンテンツの用意

（２） SWORD Client for WEKOの基本設定 および

一括登録の実行

 応用編

（３）予約語について

（４）登録したコンテンツの一括更新

（５）一括登録の高度な設定 ～フィルタの設定変更～

（６）よくあるエラーと対処方法

実習1.

実習2.

実習3.

実習4.
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基礎編
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０．SWORD Client for WEKO
の用意



０-１．一括登録に必要なもの
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 一括登録のためには、以下のものを用意する必要があります。

 作業用のWindows PC

 SWORD Client for WEKOをインストール済のもの

 登録するコンテンツ

 メタデータファイル（Excelなどで作ったメタデータのリスト）

 本文ファイル（PDFなど）

 変換フィルター (SCfWではデフォルトでサンプルフィルターがある)

 ここでは、SWORD Client for WEKOの用意をします。



０-２．SWORD Client for WEKOのインストール
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 SWORD Client for WEKOのインストール手順は

以下のマニュアルを参照してください。

https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/pages/viewpage.action?

pageId=19432393

https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/pages/viewpage.action?pageId=19432393
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１．登録するコンテンツの用意



１-１．一括登録に必要なもの
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 一括登録のためには、以下のものを用意する必要があります。

 作業用のPC

 SWORD Client for WEKOをインストール済のもの

 登録するコンテンツ

メタデータファイル（Excelなどで作ったメタデータのリスト）

本文ファイル（PDFなど）

 変換フィルター (SCfWではデフォルトでサンプルフィルターがある)

 ここでは、登録するコンテンツの用意をします。



１-２．登録用メタデータファイル作成
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 一括登録するコンテンツのメタデータファイルを、Excel

もしくはTSVで作成します。

 SWORD Client for WEKOから、「テンプレート出力」機
能で、データ入力のための雛形となるExcelファイルを出
力できます。

 ここでは、WEKOのデフォルトのメタデータセットに対応した
「サンプルフィルター」を例に、メタデータファイルの作り方
をご説明します。

メタデータファイルを、WEKO
で登録できる形式に変換する役
割をもっています



１-３．メタデータファイルのテンプレート出力(1/3)
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 Windowsスタートメニューから、[すべてのプログラム]

→ [SwordClientForWeko] → [SwordClientForWeko]を選択する

⇒ SwordClientForWekoが起動する



１-３．メタデータファイルのテンプレート出力(2/3)

15

 [Step1. リポジトリ]セクションの[アカウント] 選択

ボタンをクリックし、表示されたアカウント一覧から

アカウントを選択する。

②「Connected!」
となることを確認

①ここでは
「XAMMP」を選択

今回は
「講習会用アカウント」
を選択



１-３．メタデータファイルのテンプレート出力(3/3)
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 メタデータのExcel形式ファイル準備方法
 ポップアップ内の[フィルタ管理]ボタンをクリック

 使用したいフィルタ名（ここでは「サンプルフィルター」）を選択

 [テンプレート出力]をクリックし、出力されたExcelファイルを
「名前をつけて保存」



１-４．登録用メタデータファイル作成(1/4)
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 メタデータファイルの構造

 ヘッダー（メタデータヘッダー項目）←消さないで！

 メタデータ入力欄 ←ここに足していく

 ヘッダーとフィルタの情報をつき合わせてExcelの
データがWEKOに入れられるように変換している

 （なので、メタデータを追加・変更したいときは、
フィルタも変更する必要がある→5章）



１-４．登録用メタデータファイル作成(2/4)
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 メタデータファイルは「ヘッダー（メタデータヘッ
ダー項目）」＋「メタデータ」の構造になっている
 テンプレートの先頭行：ヘッダー ←※この行は消さないこと！

 ２行目以降：メタデータ ←※ここにメタデータを入力する

 ヘッダーとフィルタの情報を比較して、ExcelのデータがWEKOに入
れられるように変換しているため、メタデータを追加・変更したい
ときは、フィルタも変更する必要がある →5章参照

メタデータ

ヘッダー（メタデータヘッダー項目）



１-４．登録用メタデータファイル作成(3/4)
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 一括登録するコンテンツのメタデータリストを作成
する
 ヘッダ情報をみつつ、１行１コンテンツでメタデータを入力する

サンプルフィルターには、全アイテムタイプに必要な
メタデータが全て入っているため、列が長くなっています。
⇒不要な列は、列ごと削除すると、作業しやすくなります。



 ① 作業用PCの任意の場所にフォルダを新規作成し、

メタデータファイル(ExcelもしくはTSV)を置く

 ② ①で作成したフォルダに、本文ファイル（PDF等）を
置く。

※②のファイル名はメタデータファイル(Excel)の「ファイル名(パ
ス含む)」列に記述すること

１-４．登録用メタデータファイル作成(4/4)
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同じフォルダの中に、
メタデータファイルと、
本文ファイルを入れます。



１-５．一括登録に必要なもの
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 一括登録のためには、以下のものを用意する必要があります。

 作業用のPC

 SWORD Client for WEKOをインストール済のもの

 登録するコンテンツ

 メタデータファイル（Excelなどで作ったメタデータのリスト）

 本文ファイル（PDFなど）

 変換フィルター (SCfWではデフォルトでサンプルフィルターがある)

 ここでは、変換フィルターの説明をします。



１-６． SWORD Client for WEKOによる一括登録
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 SWORD Client for WEKOでデータ変換を行う際は、「フィル
タ」が必要です。

 WEKOでは、「サンプルフィルター」というフィルタをデ
フォルトで使用しています。

 サンプルフィルターは、WEKOのデフォルトのメタデータセットに対
応しています。

 他のシステムからの移行等でメタデータセットを大幅に変え
るのでなければ、「サンプルフィルター」をベースに自機関
向けのアレンジをすることをおすすめします。

A大学リポジトリ

A大学 Windows ＰC

SWORD Client for WEKO

②データ転送①データ変換

フィルタ

・メタデータファイル
・本文ファイル

（１章参照）
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2．一括登録



２-１．SWORD Client for WEKO起動
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 さっそくSWORD Client for WEKOを使って、一括登録を試してみ
ましょう！

 Windowsスタートメニューから、[すべてのプログラム]

→ [SwordClientForWeko] → [SwordClientForWeko]を選択する

⇒ SWORD Client for WEKOが起動する



２-２ ．アカウント選択
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 [Step1. リポジトリ]セクションの

[アカウント] 選択ボタンをクリックし、

表示されたアカウント一覧からアカウントを選択する。

「Connected!」と
なっていることを確認



 ① [Step2. ローカルファイル]セクションの

[メタデータ] 選択 ボタンをクリックする

⇒ファイル選択ダイアログが表示される

 ② ファイル選択ダイアログから[1-2.登録用コンテンツデータ作成]で

準備したメタデータファイル (*.xls, *.xlsx,*.tsv) を選択する

２-３．登録ファイル選択
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「選択」をクリックして，
メタデータファイルを選択



２-４．変換フィルタの選択
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 ① [Step2. ローカルファイル]セクションの[変換フィルタ] 選択 ボタンを
クリックする

⇒ファイル選択ダイアログが表示される

 ②一覧から利用する変換フィルタを選択する

「選択」をクリックして，
「サンプルフィルター」を選択



フィルタ選択画面で設定するフィルタのデフォルト値を設定しておく
ことができます。

 ① [メニュー] → [オプション設定] をクリックする

⇒ オプション設定画面が表示される

 ② [Default Data Converter]一覧から

「サンプルフィルター」を選択する

 ③ 「OK」ボタンをクリックする

（参考）データ変換フィルタ指定設定
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２-５．登録先インデックス選択 (1/2)

29

 ① [Step3. インデックス]セクションにある

「選択」ボタンをクリックする

①「選択」をクリック！



２-５．登録先インデックス選択 (2/2)
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 ②インデックスツリーが表示されるので、

登録したいインデックスを選択する

 登録先インデックスは

複数選択することが可能

③「OK」ボタンをクリックする

②コンテンツを入れたいイ
ンデックスにチェック！

③「OK」をクリック！
インデックス
ツリー



２-６. データ変換
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 ウインドウ下の「Deposit」ボタンをクリックすると、データ変換（WEKOイ
ンポート形式ファイルの作成）が行われます。データ変換が完了すると、
Convert Logウインドウに、「WEKOインポート形式ファイルの作成が完了し
ました」とのメッセージが表示されます。

（※）入力データに問題があるときはエラーが表示されます。

「Deposit」をクリック！
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２-７. デポジット開始

 データ変換が正常に終了すると、Convert Logウインドウ
で、「次へ」ボタンをクリックできるようになります。
「次へ」ボタンをクリックし処理を進めてください。

「次へ」をクリック！
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 デポジット処理を開始すると、途中で「Update 
Metadata Confirmation」ウインドウが表示されます。
メタデータファイルの先頭列にWEKO更新用
ID(WEKO_URL)を埋め込んでよければ、「すべてはい」
をクリックします。デポジット処理が先に進みます。

 元のメタデータファイルを保存しておきたければ、「別名
保存」をクリックします。任意の名称にて保存後、デポ
ジット処理が先に進みます。

２-８. 更新用ファイル作成

「すべてはい」か「別名
保存」をクリック！
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 データ登録が完了すると、「すべてのコンテンツ登録が完了し
ました！」とのダイアログボックスが表示されます。

２-９. デポジット実行完了



２-１０．コンテンツ登録結果確認
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 リポジトリで検索を行い、コンテンツが登録されている
ことを確認する。

公開日はメタデータ
に入力されている日
が反映されます。
公開日のきていない
コンテンツは、公開
されません。

※コンテンツが公開できて
いるかを見るために、ログ
アウトしてから確認するの
が望ましい。
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実習1. 一括登録



実習1-1. SwordClientForWeko(SCfW)の起動
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 Windowsスタートメニューから、「すべてのプログラム」

→「SwordClientForWeko」→「SwordClientForWeko」を選択する。

⇒ SwordClientForWekoが起動する。



実習1-2. SCfWの接続
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 「Step1. リポジトリ」セクションの「アカウント」選択

ボタンをクリックし、表示されたアカウント一覧から

アカウントを選択する。

②「Connected!」
となることを確認

①ここでは
「XAMMP」を選択

今回は
「講習会用アカウント」
を選択



 「Step2. ローカルファイル」セクションの

「メタデータ」選択 ボタンをクリックする。

⇒ファイル選択ダイアログが表示される。

 ファイル選択ダイアログからメタデータファイル 「1_一括登録実習.xlsx」
を選択する。

実習1-3．登録ファイル選択
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①「選択」をクリック

②メタデータファイル「1_一括登録
実習.xlsx」を選択



 「Step2. ローカルファイル」セクションの「変換フィ
ルタ」の「選択」ボタンをクリックする。

 表示されたフィルタ一覧から「サンプルフィルター」を
選択する。

実習1-4. 変換フィルタの選択
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①選択ボタンを押す

②「サンプルフィルター」を選択



実習1-5．データ変換
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「Deposit」をクリック

 ウインドウ下の「Deposit」ボタンをクリックすると、データ変換（WEKOイ
ンポート形式ファイルの作成）が行われます。データ変換が完了すると、
Convert Logウインドウに、「WEKOインポート形式ファイルの作成が完了し
ました」とのメッセージが表示されます。

※入力データに問題があると
きはエラーが表示されます。
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実習1-6. デポジット開始

 データ変換が正常に終了すると、Convert Logウインドウ
で、「次へ」ボタンをクリックできるようになります

 「次へ」ボタンをクリックし処理を進めてください。

「次へ」をクリック



 デポジット処理を開始すると、途中で「Update 
Metadata Confirmation」ウインドウが表示されます。

 「別名保存」をクリックし、「結果_1_一括登録実
習.xlsx」として保存します。

 保存後、デポジット処理が先に進みます。
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実習1-7. 更新用ファイル作成

「別名保存」をクリック
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 データ登録が完了すると、「すべてのコンテンツ登録が完了し
ました！」とのダイアログボックスが表示されます。

実習1-8. デポジット実行完了
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 リポジトリサイトにアクセスし、データが登録されてい
ることを確認します。

実習1-9. 登録データの確認

①インデックスツリー
に登録された「1_一括
登録実習」をクリック

②データが登録されて
いることを確認
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応用編
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３．予約語について



３-１．予約語一覧(1/2)
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 フィルターには既定のデータ項目（予約語）があります。

 予約語のフィルタ設定は不要です。

（メタデータファイルのヘッダ項目に設定をすれば、フィルタの設定をしな

くても、自動でメタデータに追加されます。）

データ項目 説明

WEKOアイテムタイプ WEKOのアイテムタイプ指定です（必須項目）。

POS_INDEX コンテンツの登録先を、WEKOのどのインデックスにするかを指定します。
インデックスの階層はスラッシュ（ / ）で区切ります。複数のインデックス
を指定する際はパイプ（ | ）で区切ります。

ITEM_KEY 登録コンテンツの本文ファイル（PDF等）が、登録作業を行うPC上のどの
フォルダにあるかを示します。
※本文ファイルがメタデータファイルと別フォルダにある際に使用します。

ファイル(XooNIpsでは項目

名がデータ種別ごとに異なり
ます）

登録コンテンツの本文ファイル名です。ITEM_KEYとファイルの組み合わせ
で、登録するファイルを指定します。

公開日 WEKO上でのコンテンツの公開日です（必須項目）。
（指定がない場合、登録した日付が公開日になります。）



３-２．予約語一覧(2/2)
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データ項目 説明

ｘｘｘｘ_normalize ＊移行の機関のみ
日付形式のデータを、WEKOの日付形式(YYYY-MM-DD)に合わせ加工し
たものです。もとのメタデータ項目のあとに、_nomalizeがつきます。

FEEDBACK_MAIL 月次の利用統計の送信先メールアドレスを指定します。
（各コンテンツの月次の利用統計を、指定したメールアドレスに送るこ
とができます。）

CNRI ＊CNRIハンドルを使用している機関のみ
CNRIハンドルURLを指定します。（事前にWEKO管理画面でCNRIの設
定が必要です。）

SELF_DOI_RA ＊JaLC DOI（またはCrossRef DOI）を登録している機関のみ
selfDOIのra属性（JaLC / CrossRef）の新規登録に使用します。既に登録
したselfDOIの移行には使えませんので、JAIRO Cloud事務局まで相談く
ださい。

WEKO_URL データ一括登録を行うと自動的に、WEKO更新用ID（WEKO_URL）の列
が追加されます。（WEKO_URLは、コンテンツがWEKO上のどこに登録
されたかを示します。一括更新の際のマッチングキーにもなります。）
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４．登録したコンテンツの一括更新



 一括登録をしたデータのメタデータファイルには、
WEKO更新用ID(WEKO_URL)が追加されます。

＊WEKO_URLは、コンテンツがWEKO上のどこに登録されたかを

示しています。

 WEKO_URLを使うと、一括でデータの更新ができます。

４-１．WEKO_URLを使った一括更新
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しまった！
一括登録したコンテンツのメタデータに
たくさんの誤字を見つけちゃった！！
一括で直せないかなぁ･･･。

⇒だいじょうぶ、直せますよ！
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実習2. WEKO_URLを使った
一括更新



実習2-1. 実習のための準備
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 この実習を行うために、実習1のフォルダの「結果_1_一
括登録実習.xlsx」のファイルを開きます。

「結果_1_一括登録実習.xlsx 」
を開く



実習2-2. 更新用メタデータファイルの確認

54

 「結果_1_一括登録実習.xlsx」のファイルから、一番左の
列に「WEKO_URL」が入力されていることを確認します。

「WEKO_URL」が入力されている
ことを確認



実習2-3. メタデータファイルの修正

55

 実習1.で登録したメタデータの間違っている箇所を修正し
ます。

 今回は、著者名を間違えてしまったため、間違ってし
まった部分を修正し、ファイルを保存します。

著者名を、
「睦月,由紀子」に修正



 「Step2. ローカルファイル」セクションの

「メタデータ]」選択 ボタンをクリックする。

⇒ファイル選択ダイアログが表示される。

 ファイル選択ダイアログからWEKO_URLが入力された修正後のメタデータ
ファイル「結果_1_一括登録実習.xlsx」を選択する。

実習2-4．登録ファイル選択

56

①「選択」をクリック

②メタデータファイル「結果_1_一括
登録実習.xlsx」を選択



実習2-5．データ変換

57

「Deposit」をクリック

 変換フィルターに「サンプルフィルター」が設定されている事を確認し、ウインドウ下
の「Deposit」ボタンをクリックする。

 データ変換が完了すると、Convert Logウインドウに、「WEKOインポート形式ファイル
の作成が完了しました」とのメッセージが表示されます。

※入力データに問題があると
きはエラーが表示されます。

「サンプルフィルター」のまま



58

実習2-6. デポジット開始

 データ変換が正常に終了すると、Convert Logウインドウ
で、「次へ」ボタンをクリックできるようになります。

 「次へ」ボタンをクリックし処理を進めてください。

「次へ」をクリック



 デポジット処理を開始すると、途中で「Update 
Metadata Confirmation」ウインドウが表示されます。

 「別名保存」をクリックし、「修正結果_1_一括登録実
習.xlsx」として保存します。

 保存後、デポジット処理が先に進みます。

59

実習2-7. 更新用ファイル作成

「別名保存」をクリック



60

 データ登録が完了すると、「すべてのコンテンツ登録が完了し
ました！」とのダイアログボックスが表示されます。

実習2-8. デポジット実行完了



61

 リポジトリサイトにアクセスし、データが修正されてい
ることを確認します。

実習2-9. 登録データの確認

①インデックスツリー
に登録された「1_一括
登録実習」をクリック

②著者名が修正されて
いることを確認



62

５．一括登録の高度な設定
～フィルタの設定変更(初級編)～



５-1．フィルタ変更設定時の注意点

63

フィルタの変更を行った場合には、WEKO側でもメタデータ編集を行い、
一致させておく必要があります。

 サンプルフィルターを編集する前に、WEKOで
メタデータ編集を行います。

 WEKOのメタデータとサンプルフィルターのメ
タデータが一致していない状態で登録を行うと、
新規のアイテムタイプとして登録されてしまい
ます。



５-2．フィルタ変更設定

64

 フィルタの設定を変更すると、新たなメタデータ項目を
追加したり、メタデータのマッピング設定を変更したり
することができます。

 フィルタ変更方法
 ① [Step2. ローカルファイル]セクションの[変換フィルタ] 選択 ボタンを

クリックする

⇒ファイル選択ダイアログが

表示される

 ② [フィルタ管理]ボタンを

クリックする
「選択」をクリックして，
「フィルタ管理」を選択



５-3．フィルタ変更設定

65

 ③ プルダウンから、変更したいフィルタを選択する

 ④ [メタデータセット編集]ボタンをクリックする



５-4．フィルタ変更設定

66

 ⑤ [アイテムタイプ選択]プルダウンから、変更したいアイテムタイプを選択

 ⑥ [マッピング設定編集]ボタンをクリックする

⑤ 変更したいアイテム
タイプを選択

⑥「マッピング設定編集」
をクリック



５-5．フィルタ変更設定

67

 ⑦ [行追加] ボタンをクリックする

 ⑧ 追加された行に、新しく追加するメタデータ項目の設定をする

⑦「行追加」をクリック

⑧ 新しいメタデータ項目
の設定を入力
＊詳細は次ページで！



５-6．フィルタ変更設定

68

項目 内容

属性名 メタデータ項目の名前を入力します

属性タイプ メタデータ項目の入力方法を指定します
(ex) ・text：一行のテキスト形式で入力する

・link：リンク（リンク名とURL）で入力する
・checkbox：チェックボックスで入力する

（複数選択可）
・pulldownmenu：プルダウンで入力する

（複数選択不可）

オプション ・必須：必須入力項目になります
・複数可：複数の項目を入力できるようになります
・一覧表示：検索結果表示でメタデータを表示できるよ

うになります
（ex.検索結果で日本語著者と英語著者を両方表示したい場合）

デリミタ オプションで「複数可」を設定した場合の、区切り記号
（デリミタ）を設定します

Dublin Core Dublin Core / JuNii2でのマッピングを設定します
＊ハーベストの必要がない場合は設定不要

JuNii2

詳しくは「SWORD Client for WEKO 

ユーザ利用手引書」参照
https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/pages/vie

wpage.action?pageId=19432427



69

実習3. フィルタ変更設定
～初級編～



実習3-1. WEKOのメタデータ編集（事前準備1/7)

70

「編集」をクリック

 WEKOの「編集」をクリックする。



実習3-2. WEKOのメタデータ編集（事前準備2/7)

71

①「学位論文 / Thesis or 

Dissertation」を選択

 「学位論文 / Thesis or Dissertation」を選択する。

 「メタデータ編集」をクリックする。

②「メタデータ編集」を
クリック



実習3-3. WEKOのメタデータ編集（事前準備3/7)

72

①一番下までスクロール

 画面を一番下までスクロールする。

 「メタデータ追加」をクリックする。

②「メタデータ追加」を
クリック

中略



実習3-4. WEKOのメタデータ編集（事前準備4/7)

73

 「研究科」と入力する。

 「次へ」をクリックする。

①「研究科」と入力

②「次へ」をクリック



実習3-5. WEKOのメタデータ編集（事前準備5/7)

74

 「次へ」をクリックする。

「次へ」をクリック



実習3-6. WEKOのメタデータ編集（事前準備6/7)

75

 画面を一番下までスクロールする。

 「決定」をクリック
①一番下までスクロール

中略

②「決定」をクリック



実習3-7. WEKOのメタデータ編集（事前準備7/7)

76

 「編集終了」をクリック

「編集終了」をクリック



実習3-8. フィルタ設定の変更

77

②「フィルタ管理」を
クリック

①「選択」をクリック

 変換フィルタの「選択」ボタンをクリックする。

 「フィルタ管理」ボタンをクリックする。



実習3-9．メタデータセットの編集

78

 フィルター選択のプルダウンから、「サンプルフィル
ター」を選択する。

 「メタデータセット編集」ボタンをクリックする。

①「サンプルフィルター」を選択

②「メタデータセット編
集」をクリック



 「アイテムタイプ選択」プルダウンから、「学位論文」
を選択する。

 「マッピング設定編集」ボタンをクリックする。

実習3-10．マッピング設定編集

79

①「学位論文」を選択

②「マッピング設定編集」
をクリック



 「行の追加」ボタンをクリックする。

実習3-11．アイテムの追加

80

「行の追加」をクリック



 一番下の行に空の行が追加される。

 属性名に「研究科」、カラム名に「研究科」と入力し保存する。

実習3-12．新規アイテム追加

81

空の行が追加される

①属性名に「研究科」と入力

②カラム名に「研究科」
と入力➂「保存」をクリック



 実習用フォルダから、「3_フィルタ変更設定実習.xlsx」
を開く。

実習3-13．メタデータファイルへの追加

82

「3_フィルタ変更設定実習.xlsx」
を開く



 Excelファイルのメタデータヘッダー項目に、カラム名と
同じ「研究科」が入力されていることを確認する。

 各メタデータに研究科の名称が入力されていることを確
認する。

実習3-14．新規カラム追加

83

①カラム名の値と同じ
「研究科」と入力

②各メタデータに研究
科の名称を入力する



 「Step2. ローカルファイル」セクションの

「メタデータ」選択 ボタンをクリックする。

⇒ファイル選択ダイアログが表示される。

 ファイル選択ダイアログから「3_フィルタ変更設定実習.xlsx」を選択する。

実習3-15．登録ファイル選択

84

①「選択」をクリック

②メタデータファイル「3_フィルタ
変更設定実習.xlsx」を選択



実習3-16．データ登録

85

「Deposit」をクリック

 変換フィルターに「サンプルフィルター」が設定されてい
る事を確認後、ウインドウ下の「Deposit」ボタンをク
リックし、画面の指示に従って登録を行います。

「サンプルフィルター」のまま



 リポジトリサイトにアクセスし、データが登録されてい
ることを確認します。

86

実習3-17. 登録データの確認

①インデックスツリー
に登録された「3_フィ
ルタ変更設定実習」を
クリック

②タイトルをクリック



 アイテム詳細画面で、フィルタで追加した「研究科」が
登録されていることを確認します。

87

実習3-18. アイテム詳細画面での登録データ確認

「研究科」と「研究科名」が追加
されていることを確認

WEKOのメタデータとサンプルフィ
ルターのメタデータが一致していな
いと新しいアイテムタイプが作成さ
れてしまう



88

６．よくあるエラーと対処方法



６-１．よくあるエラー

89

 SCfWを使用していてエラーが表示された場合、以下の
一覧を参考にして対処してください。

エラーメッセージ 対応方法

属性値が入力されていません
必須のメタデータが入力されていないため、入力して
ください。

ファイルが見つかりません
本文ファイルの名前、またはファイルパスが正しいか
確認してください。

日付の形式が無効です 日付をyyyy-mm-dd形式に修正してください

アイテムタイプのカラムが存在し
ません

メタデータファイルにアイテムタイプのカラムを追加
し、入力してください。

アイテムタイプが入力されていま
せん

フィルタで設定したアイテムタイプ判別用カラム名の
列が存在していません。

フィルタに存在しないアイテムタ
イプが選択されました

フィルタで設定したアイテムタイプの値以外が入力さ
れています。

メタデータファイルが他のプロセ
スによって開かれています

他のソフトウェア（Excelやテキストエディタなど）で
メタデータファイルが開かれています。それらのソフ
トウェアを終了してください。

詳しくは「SWORD Client for WEKO 

ユーザ利用手引書」参照
https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/pages/view

page.action?pageId=19432912



６-２．よくあるエラー

90

 SCfWを使用していてエラーが表示された場合、以下の
一覧を参考にして対処してください。

エラーメッセージ 対応方法

不正な選択項目が指定されていま
す

選択肢を選択するメタデータにおいて、選択肢候補に
ないメタデータを指定しています。
選択肢候補のメタデータを正しく選択しているかを確
認してください。

リンクURLが入力されていません

属性が「link」となっているメタデータ項目について、
リンク名が入力されている場合、リンクURLを入力す
る必要があります。
リンク名が入力されている項目について、リンクURL

を入力して下さい。

（エラーメッセージは出ていない
が、メタデータ項目が登録され
ていない）

メタデータのフィルタ設定を再度見直してください。

詳しくは「SWORD Client for WEKO 

ユーザ利用手引書」参照
https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/pages/view

page.action?pageId=19432912



91

実習4. エラーへの対処実習



 ① [Step2. ローカルファイル]セクションの

[メタデータ] 選択 ボタンをクリックする。

⇒ファイル選択ダイアログが表示される。

 ② ファイル選択ダイアログからメタデータファイル [4_エラーへの対処実
習.xlsx]を選択する。

実習4-1．登録ファイル選択

92

①「選択」をクリック

②メタデータファイル「4_エラーへ
の対処実習.xlsx」を選択



実習4-2．データ変換時のエラー表示

93

「Deposit」をクリック

 「Deposit」ボタンをクリックすると、「登録データのコ
ンバートに失敗しました」と表示され、エラーが2件表示
される。

「サンプルフィルター」のまま

「詳細」の文字をクリック



 エラー一覧にエラーの内容が表示されるので、エラーの内
容を確認する。

実習4-3．エラーの詳細表示

94

エラーの内容を確認



参考1．よくあるエラー

95

 SCfWを使用していてエラーが表示された場合、以下の
一覧を参考にして対処してください。

エラーメッセージ 対応方法

属性値が入力されていません
必須のメタデータが入力されていないため、入力して
ください。

ファイルが見つかりません
本文ファイルの名前、またはファイルパスが正しいか
確認してください。

日付の形式が無効です 日付をyyyy-mm-dd形式に修正してください

アイテムタイプのカラムが存在し
ません

メタデータファイルにアイテムタイプのカラムを追加
し、入力してください。

アイテムタイプが入力されていま
せん

フィルタで設定したアイテムタイプ判別用カラム名の
列が存在していません。

フィルタに存在しないアイテムタ
イプが選択されました

フィルタで設定したアイテムタイプの値以外が入力さ
れています。

メタデータファイルが他のプロセ
スによって開かれています

他のソフトウェア（Excelやテキストエディタなど）で
メタデータファイルが開かれています。それらのソフ
トウェアを終了してください。

詳しくは「SWORD Client for WEKO 

ユーザ利用手引書」参照
https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/pages/view

page.action?pageId=19432912



 登録するメタデータファイル「4_エラーへの対処実
習.xlsx」開き、エラーを発見し修正後、保存する。

実習4-4．エラーデータ修正

96

Journal Articlea ←余分な「a」が
付いていた

sample1.pdf ←「JA_」が
抜けていた



実習4-5．データの登録

97

「Deposit」をクリック

 変換フィルターに「サンプルフィルター」が設定されてい
る事を確認後、ウインドウ下の「Deposit」ボタンをク
リックし、画面の指示に従って登録を行います。

「サンプルフィルター」のまま 「Update Metadata 

Confirmation」ウインドウが
表示されたら、
「別名保存」をクリックし、
「結果_4_エラーへの対処実
習.xlsx」として保存します。



 リポジトリサイトにアクセスし、データが登録されてい
ることを確認する。

98

実習4-6. 登録データの確認

①インデックスツリー
に登録された「4_エ
ラーへの対処実習」を
クリック

②データが登録されて
いることを確認



 アイテム詳細画面で、メタデータが全て登録されている
ことを確認します。

99

実習4-7. アイテム詳細画面での登録データ確認

「著者名」が入っていない？？



参考2．よくあるエラー

100

 SCfWを使用していてエラーが表示された場合、以下の
一覧を参考にして対処してください。

エラーメッセージ 対応方法

不正な選択項目が指定されていま
す

選択肢を選択するメタデータにおいて、選択肢候補に
ないメタデータを指定しています。
選択肢候補のメタデータを正しく選択しているかを確
認してください。

リンクURLが入力されていません

属性が「link」となっているメタデータ項目について、
リンク名が入力されている場合、リンクURLを入力す
る必要があります。
リンク名が入力されている項目について、リンクURL

を入力して下さい。

（エラーメッセージは出ていない
が、メタデータ項目が登録され
ていない）

メタデータのフィルタ設定を再度見直してください。

詳しくは「SWORD Client for WEKO 

ユーザ利用手引書」参照
https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/pages/view

page.action?pageId=19432912



 修正するメタデータファイル「結果_4_エラーへの対処実
習.xlsx」開き、著者名を調べる。

実習4-8．エラーデータ修正

101

メタデータヘッダー項目を確認



実習4-9. フィルタ設定の変更

102

②「フィルタ管理」を
クリック

①「選択」をクリック

 変換フィルタの「選択」ボタンをクリックしてください。

 「フィルタ管理」ボタンをクリックする。



実習4-10．メタデータセットの編集

103

 フィルター選択のプルダウンから、「サンプルフィル
ター」を選択する。

 「メタデータセット編集」ボタンをクリックする。

①「サンプルフィルター」を選択

②「メタデータセット編
集」をクリック



 「アイテムタイプ選択」プルダウンから、「学術雑誌論
文」を選択する。

 「マッピング設定編集」ボタンをクリックする。

実習4-11．マッピング確認
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①「学術雑誌論文」を選択

②「マッピング設定編集」
をクリック



 メタデータ変換設定のカラム名「著者」とExcelファイルのメタデータ
ヘッダー項目「著者（和）」が一致していないことを確認する。

実習4-12．アイテムタイプマッピング設定を確認
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②メタデータヘッダー項目
の名称を確認する

①「メタデータ変換設定」
のカラム名を確認

一致していない

Excelファイルのメタ
データヘッダー項目を
メタデータ変換設定の
カラム名に合わせる。



 修正するメタデータファイル「結果_4_エラーへの対処実
習.xlsx」開き、メタデータヘッダー項目の「著者（和）」
を「著者」に修正し、保存する。

実習4-13．メタデータヘッダー項目の修正
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メタデータヘッダー項目を「著
者（和）」から「著者」に修正



実習4-14．データの登録
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「Deposit」をクリック

 変換フィルターに「サンプルフィルター」が設定されてい
る事を確認後、ウインドウ下の「Deposit」ボタンをク
リックし、画面の指示に従って登録を行います。

「サンプルフィルター」のまま

修正のため、「結果_4_エ
ラーへの対処実習.xlsx」の
ファイルを利用



 リポジトリサイトにアクセスし、データが修正されてい
ることを確認する。
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実習4-15. 登録データの確認

①インデックスツリー
に登録された「4_エ
ラーへの対処実習」を
クリック

②著者名が登録されて
いることを確認



 アイテム詳細画面で、著者が登録されているか確認しま
す。
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実習4-16. アイテム詳細画面での修正データ確認

「著者」が登録されていることを
確認



110

参考



WEKOインポートによる一括登録
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 WEKOのインポート機能（データコンバーター）を使っ
た一括登録もできます。

 次のときにご利用ください。

 SWORD Clinet for WEKOでの一括登録がどうしてもう
まくいかないとき

 WEKO上でエクスポートしたファイル（WEKOイン
ポート形式のもの）を使って、コンテンツを一括登録
するとき。

※詳細はマニュアルをご参照ください

http://id.nii.ac.jp/1038/00000184/



 リポジトリに登録したコンテンツ（メタデータファイ
ル・本文ファイルなど）は、ご自分の機関でバックアッ
プを保存するようにしてください

付録．コンテンツの保存について
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